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神
奈
川
県
立
公
文
書
館
は
、こ
の
十
一
月
で
開
館
三
十
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

入
庁
間
も
な
い
三
十
年
前
、私
は
豊
か
な
緑
に
浮
か
ぶ
公
文
書
館

を
目
に
し
、い
つ
か
働
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
大

き
な
節
目
を
館
長
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
感
慨
深
く
受
け
止
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
三
十
年
間
、公
文
書
館
は
歴
史
的
に
重
要
な
公
文
書
等
を
収

集
・
保
存
し
、県
民
共
有
の
記
録
遺
産
と
し
て
後
世
に
伝
え
、広
く
公
開

す
る
こ
と
で
、開
か
れ
た
県
政
の
一
翼
を
担
う
こ
と
を
使
命
に
歩
ん
で

き
ま
し
た
。

　

開
館
以
来
の
取
組
で
あ
る
公
文
書
の
全
量
引
渡
し
や
、保
存
期
間

未
了
の
公
文
書
を
適
切
な
環
境
で
管
理
で
き
る
中
間
保
管
の
し
く
み

は
、今
な
お
他
に
類
を
見
な
い
先
進
性
を
保
ち
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、個
人
の
権
利
・
利
益
を
保
護
す
る
閲
覧
審
査
基
準
の
整
備

や
、文
書
の
引
渡
し
・
選
別
・
保
存
・
検
索
・
公
開
等
の
業
務
に
対
応
す

る
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、時
代
を
先
取
り
し
た
対
応
も

職
員
の
弛
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
進
め
ら
れ
、公
文
書
館
は
そ
の
機
能
を

充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
踏
み
出
す
公
文
書
館
で
す
が
、誰
も

が
先
人
の
築
き
上
げ
た
も
の
を
探
り
、学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
、明
る
い
未

来
を
切
り
拓
く
拠
り
所
と
な
れ
る
よ
う
、そ
の
敷
居
を
低
く
し
つ
つ
、

よ
り
身
近
に
集
え
る
公
文
書
館
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、手
探
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、公
文
書
館
の
フ
ァ
ン
を

拡
げ
る
取
組
も
模
索
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

例
え
ば
、数
年
前
か
ら
始
め
た「
夏
休
み
親
子
講
座
」で
は
、古
文
書

に
触
れ
た
こ
と
の
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、親
と
一
緒
に
学
ぶ
う
ち
に

好
奇
心
全
開
で
古
文
書
と
格
闘
す
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、敷
地
内
の
豊
か
な
森
で
は
、地
域
団
体
と
連
携
し
た
自
然
学
習

な
ど
に
向
け
た
準
備
も
進
め
ら
れ
、こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
新
た
な

可
能
性
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

文
書
の
電
子
化
や
書
庫
の
確
保
な
ど
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、職
員

一
同
、新
た
な
三
十
年
を
見
据
え
た
公
文
書
館
へ
と
工
夫
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
新
た
な
三
十
年
を
見
据
え
て

館
長
　
鈴
　
木
　
慎
　
一　
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神
奈
川
県
立
公
文
書
館
は
、
本
年
、

令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
十
一
月
一

日
、
開
館
か
ら
三
十
年
の
記
念
す
べ
き

節
目
の
と
き
を
迎
え
ま
し
た
。
す
な
わ

ち
、
こ
の
二
俣
川
（
横
浜
市
旭
区
）
の

地
に
新
設
さ
れ
、
長
洲
一
二
知
事
（
当

時
）
の
出
席
の
下
、
開
館
記
念
式
典
が

行
わ
れ
た
の
が
、
三
十
年
前
の
平
成
五

（
一
九
九
三
）
年
十
一
月
の
こ
と
で
し

た
。
十
一
月
六
日
に
は
、
歴
史
小
説
家

の
永
井
路
子
氏
（
令
和
五
年
一
月
逝
去
）

を
講
師
に
迎
え
て
開
館
記
念
講
演
会
が

開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
開
館
記
念
特
別
展

示
と
し
て
「
か
な
が
わ
土
地
物
語
―
土

地
所
有
を
め
ぐ
る
歴
史
―
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。
当
館
の
企
画
展
示
は
、
開
館

時
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
歴
史
を
積
み

重
ね
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

倉
時
代
に
ま
で
遡
る
古
文
書
か
ら
、
当

館
設
置
前
後
の
歴
史
的
公
文
書
ま
で
、

全
体
を
四
つ
に
区
分
し
、
当
館
所
蔵
資

料
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
ず
、「
第
一
章　

中
世
～
江
戸
時

代
の
公
的
な
文
書
」
で
は
、
中
世
か

ら
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
当
時
の
政

権
の
中
心
に
あ
っ
た
武
家
や
大
名
、

村
の
運
営
を
担
っ
た
名
主
な
ど
の
村

役
人
層
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
公
的

な
文
書
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
中
世

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
命
令
の
下
達
状
で

あ
る
「
下
知
状
」
や
、
室
町
時
代
、

▪ 

三
十
周
年
記
念
行
事

　

こ
の
た
び
、
当
館
の
開
館
三
十
周
年

に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
行

事
を
開
催
し
ま
し
た
。
十
月
二
十
日

（
金
）
か
ら
開
館
三
十
周
年
企
画
展
示

を
開
始
し
た
ほ
か
、十
一
月
四
日
（
土
）・

五
日
（
日
）
に
は
展
示
解
説
ツ
ア
ー
や

館
内
見
学
ツ
ア
ー
、
ク
イ
ズ
＆
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
な
ど
、
職
員
が
工
夫
を
こ
ら

し
た
手
作
り
感
満
載
の
企
画
で
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

▪ 

開
館
三
十
周
年
企
画
展
示

　

開
館
三
十
周
年
を
記
念
す
る
企
画
展

示
は
、「
公
文
書
館
と
移
り
変
わ
る
記

録
史
料
―
古
文
書
か
ら
歴
史
的
公
文
書

ま
で
―
」
と
題
し
て
十
月
二
十
日
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。
今
回
の
展
示
は
、
鎌

足
利
将
軍
な
ど
が
花
押
を
据
え
て
発

給
し
た
「
御
判
御
教
書
」
と
い
う
形

式
の
「
御
教
書
」、
大
名
の
朱
印
が
捺

さ
れ
た
「
朱
印
状
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
形
式
の
史
料
を
実
物
史
料
と
と
も

に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
村
で

作
成
さ
れ
た
文
書
を
と
り
あ
げ
、
年
貢

関
係
文
書
（
現
代
の
税
金
書
類
と
類

似
）、
宗
門
人
別
帳
・
人
別
送
り
状
（
現

代
の
戸
籍
や
転
籍
書
類
と
類
似
）、
検

地
帳
・
村
絵
図 

（
現
代
の
土
地
登
記
簿

や
公
図
に
類
似
）
と
い
っ
た
、
現
代
の

公
文
書
に
も
つ
な
が
り
得
る
側
面
を

持
つ
史
料
が
、
江
戸
時
代
の
公
的
文
書

と
し
て
す
で
に
確
認
で
き
る
こ
と
を

実
際
の
史
料
と
と
も
に
解
説
し
て
い

ま
す
。

　

展
示
さ
れ
た
文
書
の
中
で
も
、
当

館
所
蔵
の
史
料
の
う
ち
最
も
古
い
時

期
の
史
料
で
も
あ
る
鎌
倉
時
代
の
「
六

波
羅
下
知
状
」、
足
利
尊
氏
の
弟
直
義

の
花
押
が
付
さ
れ
た
「
足
利
直
義
御

教
書
」、
小
田
原
北
条
氏
が
配
下
の

武
将
の
武
功
を
確
認
し
そ
れ
を
賞
し

た
「
北
条
氏
康
感
状
」、
及
び
別
の

武
将
に
対
し
て
屋
敷
の
所
有
を
認
め

た
文
書
で
、
印
郭
の
上
辺
に
虎
が
描

か
れ
た
通
称
「
虎
朱
印
」
の
捺
さ
れ

た
「
北
条
家
朱
印
状
」、
天
正
十
八

（
一
五
九
〇
）
年
の
小
田
原
合
戦
に
際

し
て
陣
中
見
舞
い
の
御
礼
と
し
て
発

開
館
三
十
周
年
を
迎
え
た
公
文
書
館
と
記
念
行
事

企
画
展
示（
開
館
三
十
周
年
記
念
）

「
公
文
書
館
と
移
り
変
わ
る
記
録
史
料

　
―
古
文
書
か
ら
歴
史
的
公
文
書
ま
で
ー
」を
中
心
に

【
期　

間
】

（
展　

示
）　

令
和
五
年
十
月
二
十
日
～
令
和
六
年
一
月
二
十
一
日�

一
階
展
示
室

（
講　

座
）　

令
和
五
年
十
一
月
五
日�

二
階
大
会
議
室

（
そ
の
他
）　

令
和
五
年
十
一
月
四
日
・
五
日�

館
内

（2） 第 49 号　　　　　 　　　　　  神奈川県立　公文書館だより� 令和5年11月24日発行



給
さ
れ
た
、
秀
吉
の
朱
印
の
捺
さ
れ

て
い
る
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
な
ど

の
中
世
資
料
は
、
歴
史
の
教
科
書
に

も
登
場
す
る
著
名
な
武
士
達
の
名
義

で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
展
示
解

説
の
際
は
、
多
様
な
花
押
や
朱
印
が
、

御
来
館
い
た
だ
い
た
皆
様
の
関
心
を

特
に
引
い
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、「
第
二
章　

県
庁
・
郡
役
所

に
お
け
る
記
録
管
理
の
歩
み
」
で
は
、

ま
ず
、
明
治
維
新
期
、
廃
藩
置
県
後
の

地
方
行
政
（
県
庁
及
び
郡
役
所
）
に
お

け
る
文
書
管
理
に
つ
い
て
、
確
認
す
る

こ
と
の
で
き
た
最
も
古
い
明
文
の
規
定

と
し
て
、
中
島
信
行
県
令
期
の
明
治
七

年
二
月
の
神
奈
川
県
の
「
各
課
書
類
取

扱
規
則
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
県
庁
舎
を
襲
っ
た
明
治

十
五
（
一
八
八
二
）
年
十
二
月
の
火
災

や
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月

の
大
正
関
東
大
震
災
に
よ
る
破
壊
と
火

災
に
よ
り
、
多
く
の
公
文
書
が
失
わ
れ

ま
し
た
が
、
県
庁
職
員
の
奮
闘
に
よ
り

救
い
出
さ
れ
た
文
書
も
あ
っ
た
こ
と
が

記
録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年

に
廃
止
さ
れ
た
郡
役
所
に
蓄
積
さ
れ
た

文
書
は
、
一
部
が
県
庁
各
課
に
引
き
継

が
れ
、
残
余
は
古
紙
と
し
て
払
い
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
太
平
洋
戦
争
中
に
は
、
古

紙
も
重
要
な
資
源
と
し
て
位
置
づ
け
ら

る
ま
で
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

文
化
資
料
館
発
足
後
も
、
公
文
書
館

の
設
置
を
求
め
る
要
望
や
提
言
を
各
方

面
か
ら
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
庁
内
に

設
置
し
た
検
討
委
員
会
で
の
調
査
研
究

な
ど
を
経
て
、
県
の
総
合
計
画
で
あ

る
「
第
二
次
新
神
奈
川
計
画
」（
昭
和

六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
～
）
に
公
文

書
館
の
整
備
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
に
も
動
き
が
あ
り
、

昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
に
公
文

書
館
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
か
ら
公
文

書
館
の
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
す
が
、

あ
わ
せ
て
県
職
員
に
対
す
る
啓
発
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
開
館
当
時
の
「
県
の
た

よ
り
」
で
は
、
県
民
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
冒
頭
で
も
記
し
た
と
お
り
、

平
成
五
年
十
一
月
、
都
道
府
県
が
設
置

す
る
も
の
と
し
て
は
二
十
一
番
目
の
公

文
書
館
と
し
て
当
館
が
開
館
し
ま
し

た
。

　

現
在
は
四
十
四
都
道
府
県
で
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
章
で
は
、「
公
文
書
館

の
し
ご
と
」
と
題
し
て
、
収
蔵
資
料
点

数
の
変
遷
を
表
し
た
グ
ラ
フ
や
、
公
文

書
の
電
子
化
な
ど
の
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク

に
つ
い
て
も
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

通
常
は
書
庫
に
置
か
れ
て
い
る
縮
尺

れ
、
公
文
書
と
い
え
ど
も
保
存
年
限
短

縮
の
憂
き
目
に
あ
い
、
再
生
資
源
と
し

て
供
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
代
以
降
の
神
奈
川
県
庁

で
は
、
文
書
事
務
の
集
中
化
や
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
・
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
の
導
入
な
ど
の
文
書
事
務
の
合
理

化
・
効
率
化
を
目
指
す
取
組
み
が
進
め

ら
れ
、
昭
和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年

三
月
に
は
、
文
書
管
理
規
程
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
第
三
章　

公
文
書
館
の

前
身
機
関
と
情
報
公
開
制
度
の
導
入
」

で
は
、「
県
政
百
年
」
を
記
念
し
て
「
神

奈
川
県
史
」
が
編
集
・
発
行
さ
れ
た
こ

と
を
契
機
に
、
そ
の
過
程
で
収
集
さ
れ

た
史
・
資
料
を
保
管
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
県
立
図
書
館
に
文
化
資
料
館

が
併
置
さ
れ
、
同
館
に
は
行
政
文
書
の

受
入
れ
・
選
別
機
能
が
与
え
ら
れ
た
こ

と
、
他
方
、
行
政
が
保
有
す
る
文
書
そ

の
他
の
情
報
の
公
開
に
つ
い
て
制
度
化

を
求
め
る
世
論
の
高
ま
り
に
応
じ
て
、

本
県
に
お
い
て
も
情
報
公
開
条
例
が
制

定
さ
れ
、
結
果
と
し
て
、
保
存
年
限
を

経
過
し
た
行
政
文
書
の
受
け
皿
と
し
て

の
公
文
書
館
の
存
在
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
第
四
章　

公
文
書
館
の

設
置
か
ら
現
在
」
で
は
、
文
字
ど
お
り
、

当
館
の
設
置
前
後
か
ら
こ
ん
に
ち
に
至

三
百
分
の
一
の
当
館
模
型
も
、
今
回
は

展
示
室
で
静
か
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を

浴
び
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
三
十
年
、
当
館
は
ど
の
よ
う
な

歴
史
を
紡
い
で
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
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▪ 

展
示
解
説
ツ
ア
ー

　

こ
の
企
画
展
示
に
つ
い
て
は
、「
も
っ

と
深
く
知
っ
て
み
よ
う
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
職
員
に
よ
る
展
示
解
説
を
行
い
ま

し
た
。

　

専
門
知
識
を
有
し
た
職
員
が
そ
の
資

料
の
背
景
等
ま
で
含
め
て
解
説
す
る
こ

と
で
、
い
っ
そ
う
、
今
回
の
企
画
展
示

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
た

も
の
と
思
い
ま
す
。

▪ 

館
内
見
学
ツ
ア
ー

　

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座
で
も
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
は
な
か
な
か
好
評
で
し

た
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、「
入
れ
な
い

と
こ
ろ
に
入
っ
て
み
よ
う
」
と
銘
打
っ

て
館
内
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し

た
。
十
一
月
四
日
・
五
日
両
日
の
正
午

か
ら
と
、
四
日
の
み
午
後
三
時
か
ら
の

計
三
回
設
定
し
、
ふ
だ
ん
は
入
れ
な
い

書
庫
な
ど
を
御
案
内
し
ま
し
た
。

▪ 

使
い
方
案
内
ツ
ア
ー

　

 

「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
っ
て
何
？
」

　

当
館
で
は
、
資
料
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
で
も
保
存
し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ

ル
全
盛
の
時
代
で
す
が
、
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
は
適
切
な
措
置
を
講
じ
れ

ば
、
数
百
年
は
保
存
可
能
な
媒
体
で
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
参
加
者
の

方
々
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
自
体
を
お

見
せ
し
、
専
用
機
器
を
使
っ
て
戦
争
中

の
新
聞
記
事
を
表
示
す
る
な
ど
、
操
作

方
法
を
含
め
て
御
紹
介
し
ま
し
た
。

　
（
資
料
課　

中
島
淳
）

▪ 

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座

　

こ
の
ほ
か
、
五
日
午
後
二
時
か
ら
四

時
ま
で
、
当
館
二
階
大
会
議
室
に
お
い

て
、「
開
館
三
十
年
を
迎
え
た
神
奈
川

県
立
公
文
書
館　

そ
の
歩
み
と
役
割
」

と
題
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
座
の
前
半
で
は
、
わ
が
国
の
公
文

書
管
理
及
び
公
文
書
館
制
度
の
歴
史
に

重
ね
て
当
館
の
三
十
年
の
歩
み
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
当
館
の
機
能
と
役
割

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

後
半
で
は
、
当
館
所
蔵
資
料
を
実
際

に
読
ん
で
い
た
だ
く
題
材
と
し
て
、
昭

和
三
十
八
（
一
九
六
三
）
年
に
起
き
た

旧
国
鉄
の
鶴
見
事
故
に
お
い
て
活
動
し

た
救
護
者
（
団
体
）
の
表
彰
に
係
る
歴

史
的
公
文
書
を
取
り
上
げ
、
無
味
乾
燥

に
思
え
る
行
政
機
関
の
公
的
書
類
か
ら

も
興
味
深
い
事
実
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
一
方
、
こ
れ
に
記
録
さ
れ
な
い

事
実
も
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し

た
。

　

後
半
は
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
と

し
て
、
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
通
常

公
開
し
て
い
な
い
書
庫
や
選
別
室
の
ほ

か
、
閲
覧
室
や
、
企
画
展
示
実
施
中
の

展
示
室
を
御
案
内
し
ま
し
た
。

▪ 

ク
イ
ズ
＆
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

十
一
月
四
日
・
五
日
の
開
館
三
十
周

年
イ
ベ
ン
ト
の
中
の
「
ク
イ
ズ
＆
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」
に
御
参
加
い
た
だ
い
た

記
念
に
、
和
紙
で
作
っ
た
「
栞
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
館
職
員
が
一
つ
一
つ
心
を
込
め
て

作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
栞
で
す
。
栞
の

モ
チ
ー
フ
は
、「
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
」
と

い
う
和
紙
を
作
る
た
め
に
必
要
な
粘
液

（
ネ
リ
）を
抽
出
す
る
植
物
と
な
り
ま
す
。

　

今
、
こ
の
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
を
は
じ
め
、

和
紙
の
製
造
に
必
要
な
植
物
の
栽
培
を

し
て
く
だ
さ
る
農
家
さ
ん
が
減
っ
て
い

ま
す
。
和
紙
は
、
古
文
書
の
修
復
に
欠

か
せ
な
い
材
料
で
す
。
こ
の
先
も
未
来

へ
と
大
切
な
資
料
を
引
き
継
い
で
い
く

た
め
、
和
紙
の
普
及
啓
発
に
少
し
で
も

繋
が
れ
ば
と
い
う
思
い
で
製
作
し
ま
し

た
。（
栞
の
モ
チ
ー
フ
元
：『
紙
漉
重
宝

記
』
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）

（
資
料
課　

清
水
あ
り
さ
）
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公
文
書
館
の
敷
地
内
に
は
、１
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
超
え
る
緑
地
が
広
が
っ
て
お

り
、四
季
折
々
の
雑
木
林
を
満
喫
で
き

る
散
策
路
や
休
憩
の
た
め
の
東
屋
が
整

備
さ
れ
て
、近
隣
の
方
々
の
散
歩
道
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、こ
の
緑
地
を
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
幅
広
く
自
然
学
習
の
場
と
し
て

活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、里
山
管
理
の

優
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
、様
々
な
自

然
体
験
活
動
を
実
施
し
て
い
る「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
こ
ど
も
自
然
公
園
ど
ろ
ん
こ
ク

ラ
ブ
」の
協
力
を
得
て
、樹
林
地
の
管
理

計
画
の
作
成
や
東
屋
周
辺
の
下
草
狩

り
、和
紙
の
原
料
と
さ
れ
る
三
椏（
ミ
ツ

マ
タ
）の
植
栽
な
ど
の
環
境
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
団
体
と
連
携
し
た
取

組
を
活
発
に
行
う
こ
と
を
通
じ
、緑
地

の
良
好
な
維
持
管
理
を
進
め
な
が
ら
、

公
文
書
館
を
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
利
用
に

と
ど
ま
ら
な
い
、県
民
の
皆
様
に
広
く

親
し
ん
で
も
ら
え
る
施
設
と
な
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
管
理
企
画
課
）

散策路にある東屋は、休憩場所となっています。

里山にある不要な竹を伐採しています。

除草作業の様子です。

玄関前ベンチは、県産木材間伐材を利用しています。

伐採した竹をチッパーで粉砕しています。

三椏（ミツマタ）の木（紙の原料）植えました。

ど
ろ
ん
こ
ク
ラ
ブ
と

連
携
し
た
緑
地
活
用
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令
和
５
年
９
月
１
日
で
１
０
０
年
を

迎
え
た
関
東
大
震
災
。

　

県
内
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
、県
庁

舎
も
全
焼
し
た
こ
と
か
ら
、そ
の
機
能

を
一
時
失
い
ま
し
た
。

　

本
展
示
で
は
、当
館
の
収
蔵
資
料
か

ら
、震
災
直
後
の
県
内
被
害
写
真
や
県

組
織
が
作
成
し
た
公
文
書
、そ
の
後
の

県
民
生
活
や
復
興
状
況
な
ど
を
展
示
い

た
し
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、そ
の
一
部
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
▪ 

県
庁
の
全
焼

　

大
正
12（
１
９
２
３
）年
９
月
１
日　

午
前
11
時
58
分
に
発
生
し
た
関
東
大
震

災
に
よ
り
、当
時
の
県
庁
舎
は
揺
れ
自

体
に
は
耐
え
た
も
の
の
、そ
の
直
後
に

発
生
し
た
周
辺
か
ら
の
火
災
に
巻
き
込

ま
れ
、同
日
午
後
5
時
30
分
ご
ろ
、全
焼

に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
の
資
料
は
、県
が
非
売
品
と
し
て

発
行
し
た
写
真
帳
で
す（
資
料
Ｉ
Ｄ
：

３
２
０
０
２
１
４
４
０
４
）。

　

そ
の
後
、桜
木
町
に
臨
時
庁
舎
を
設

置
し
、対
応
業
務
を
開
始
し
ま
す
。現

　

▪ 

根
府
川
の
山
津
波

　

小
田
原
市
根
府
川
で
は
激
震
に
よ

り
山
津
波
が
発
生
し
、住
民
や
根
府
川

駅
付
近
の
列
車
乗
客
を
含
め
、多
数
の

人
々
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
資
料
は
、地
元
の
内
田
一
正
氏

が
山
津
波
の
状
況
を
独
自
に
調
査
し
、

作
成
さ
れ
た
も
の
で
す（
資
料
Ｉ
Ｄ
：

２
２
０
０
７
０
０
２
１
１
）。

　

▪ 

配
給
物
資
の
調
達

　

当
時
存
在
し
た
郡
役
所
は
、県
と

町
村
の
間
で
連
絡
調
整
や
広
域
的

事
務
等
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。震
災

後
の
郡
役
所
は
、配
給
物
資
の
支
給

事
務
等
に
追
わ
れ
ま
す
。こ
の
資
料

在
の
県
庁
は
、震
災
５
年
後
の
昭
和
３

（
１
９
２
８
）
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、95
年
を
経
た
現
在
も
本
庁
舎
と
し

て
現
役
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

は
、株
式
会
社
鈴
木
商
店（
現
：
味
の

素
株
式
会
社
）
な
ど
か
ら
小
麦
粉
を

非
常
徴
発
し
、町
村
に
分
配
す
る
事

務
に
関
す
る
文
書
で
す（
資
料
Ｉ
Ｄ
：

１
１
９
９
４
０
０
１
９
０
）。

　

▪ 

復
興
の
ま
ち
づ
く
り

　

震
災
後
、国
の
機
関
と
し
て
復
興
局

が
設
立
さ
れ
、県
内
に
は
神
奈
川
県
域

を
所
管
す
る
横
浜
出
張
所
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
資
料
は
、復
興
に
と
も
な
う
幹

線
道
路
や
運
河
、公
園
の
整
備
計
画
が

示
さ
れ
た
地
図
で
す
。地
図
上
に
は
新

設
さ
れ
た
公
園
が
示
さ
れ
て
お
り
、現

在
の
山
下
公
園
・
野
毛
山
公
園
・
神
奈
川

公
園
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。（
資
料
Ｉ

Ｄ
：
２
２
０
２
１
１
０
１
１
１
）

企
画
展
示 「
公
文
書
館
資
料
で
見
る
関
東
大
震
災
」

令
和
５
年 

７
月
14
日
～
９
月
24
日 

展
示
室

（6） 第 49 号　　　　　 　　　　　  神奈川県立　公文書館だより� 令和5年11月24日発行



　

▪ 

県
内
の
被
害
図

　

県
で
は
、関
東
大
震
災
へ
の
対
応

や
復
興
を
記
録
し
、今
後
の
災
害
対

策
の
参
考
に
す
る
た
め
、昭
和
2
年

に『
神
奈
川
県
震
災
誌
』（
資
料
Ｉ
Ｄ
：

３
１
９
９
３
５
１
７
６
２
）
を
発
行
し

ま
し
た
。各
地
の
被
害
状
況
や
救
護
活

動
、物
資
の
配
給
状
況
と
い
っ
た
内
容

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
附
録（
資
料
Ｉ
Ｄ
：
３
１
９
９
３ 

５
１
７
８
４
）で
は
、被
害
状
況
を
県
内

地
図
に
落
と
し
込
ん
で
お
り
、焼
失
・
倒

壊
し
た
戸
数
や
道
路
の
被
害
箇
所
等
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
の
斜
面
が
崩
壊
し
、流
出
し
た
土
砂

が
谷
を
埋
め
、水
害
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。こ
れ
は
、水
道
、道
路
、鉄
道

等
の
あ
ら
ゆ
る
イ
ン
フ
ラ
へ
の
リ
ス
ク

を
高
め
る
こ
と
に
な
り
、工
業
都
市
を
多

く
持
つ
神
奈
川
で
は
一
刻
も
早
い
復
旧

が
求
め
ら
れ
た
の
で
す
。

　

当
初
は
国
の
補
助
に
よ
り
復
旧
事

業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、昭
和
恐
慌

等
に
よ
り
打
ち
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、国
に
陳
情
す
る
た
め
に
県

の
林
務
課（
当
時
）
は『
関
東
震
災
荒

廃
林
地
復
旧
事
業
報
告
』（
資
料
Ｉ
Ｄ
：

３
１
９
９
３
２
０
４
２
６
）
を
作
成
し

ま
し
た
。神
奈
川
の
く
ら
し
や
産
業
の

発
展
の
た
め
、荒
廃
し
た
山
の
復
旧
に

格
闘
し
た
県
や
森
林
関
係
の
人
々
に
よ

る
記
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

▪ 

丹
沢
の
森
林
被
害
と
復
旧

　

本
展
示
に
あ
わ
せ
て
当
館
ロ
ビ
ー
で

は
、関
東
大
震
災
に
よ
り
大
き
く
荒
廃
し

た
丹
沢
や
箱
根
の
森
林
被
害
と
そ
の
復

旧
に
取
り
組
ん
だ
記
録
資
料
の
解
説
を

ミ
ニ
展
示
と
し
て
掲
出
い
た
し
ま
し
た
。

神
奈
川
県
自
然
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー（
厚

木
市
七
沢
）と
の
共
同
企
画
で
す
。

　

関
東
大
震
災
の
被
害
と
言
え
ば
、都
市

部
の
被
害
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い

と
思
わ
れ
ま
す
が
、実
際
に
は
都
市
部
に

と
ど
ま
ら
ず
、丹
沢
や
箱
根
の
山
々
に
も

壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

▪ 

震
災
１
０
０
年
に
あ
わ
せ
て

　

本
展
示
の
開
催
を
発
表
し
た
と
こ

ろ
、マ
ス
コ
ミ
各
社
か
ら
多
数
の
取
材

申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

関
東
大
震
災
の
発
生
か
ら
ち
ょ
う
ど

１
０
０
年
と
い
う
節
目
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、マ
ス
コ
ミ
で
も
特
集
を
予
定
し
て

い
た
よ
う
で
す
。そ
の
特
集
の
一
部
と
し

て
、当
館
の
展
示
が
テ
レ
ビ
番
組
や
新
聞

記
事
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、ご
覧
に

な
っ
た
方
に
よ
る
来
館
へ
と
繋
が
り
ま

し
た
。ま
た
、Ｘ（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）

で
も
展
示
内
容
を
発
信
し
た
と
こ
ろ
、通

常
の
発
信
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
イ
ン

プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
０
０
年
前
の
出
来
事
で
は
あ
り
ま

す
が
、近
年
に
も
平
成
23（
２
０
１
１
）年

の
東
日
本
大
震
災
、平
成
７（
１
９
９
５
）

年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
な
ど
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、遠
く
な
い
災
害

と
し
て
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
か
っ
た
も

の
と
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
（
資
料
課　

内
藤
潤
）
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◆ 

企
画
展
示

　

 

「
公
文
書
館
と
移
り
変
わ
る
記
録
資
料

 　

 

―
古
文
書
か
ら
歴
史
的
公
文
書
ま
で
―
」

　

 

開
催
中
～
令
和
６
年
１
月
21
日
ま
で

※
次
回
の
企
画
展
示
は
、令
和
６
年
３
月

（
予
定
）か
ら
行
い
ま
す
。詳
細
は
後
日

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

令
和
五
年
七
月
三
〇
日（
日
曜
）、小
学
生

と
そ
の
保
護
者
二
〇
組
五
十
一
名
の
参
加
を

迎
え
、夏
休
み
親
子
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は『
か
な
が
わ
の
昔
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
！
』と
題
し
て
、公
文
書
館
で
所
蔵
す

る
古
文
書
や
歴
史
的
公
文
書
、行
政
刊
行
物

な
ど
を
使
い「
か
な
が
わ
の
昔
の
お
話
」を
し

た
も
の
で
す
。

　

話
は
館
職
員
を
講
師
と
し
て
二
つ
の
話

題
に
分
け
て
進
行
し
て
い
き
ま
す
。第
一
話

で
は
江
戸
時
代
の
中
頃
一
七
二
八
年（
享
保

十
三
）に
日
本
に
象
が
や
っ
て
き
た
出
来
事

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

そ
れ
は
徳
川
八
代

将
軍
吉
宗
が
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
二
頭
の
ア
ジ
ア

ゾ
ウ
を
象
使
い
の
人
達
と
共
に
呼
び
寄
せ
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。船
に
乗
っ
た
象
は
海
を

渡
り
遠
い
日
本
へ
、長
崎
で
上
陸
を
果
た
し

ま
し
た
。雌
の
一
頭
は
そ
こ
で
死
ん
で
し
ま

い
ま
す
が
、雄
の
も
う
一
頭
は
歩
い
て
江
戸

へ
向
か
い
ま
す
。途
中
、京
都
で
中
御
門
天
皇

に「
あ
い
さ
つ
」し
、東
海
道
を
東
へ
、東
へ

…
。し
か
し
相
模
国（
現
在
の
神
奈
川
県
）に

入
り
、箱
根
山
の
西
を
登
り
切
っ
た
所
で
象

は
疲
れ
果
て
寝
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。箱

根
宿
で
四
、五
日
休
み
、好
物
の「
餡
な
し
饅

頭
」を
食
べ
て
元
気
を
取
り
戻
し
て
再
出
発
、

到
着
し
た
江
戸
で
は
市
民
か
ら
驚
き
と
と
も

に
大
歓
迎
を
受
け
た
の
で
す
。

　

公
文
書
館
で
所
蔵
す
る
古
文
書
に
は
、象

の
体
の
各
部
分
の
大
き
さ
を
記
し
た
も
の
が

あ
り
、講
座
の
中
で
ク
イ
ズ
を
交
え
て
紹
介
し

ま
し
た
。ま
た
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
象
の
絵

を
下
敷
き
に
仕
立
て
て
受
講
者
に
配
布
し
ま

し
た
。記
念
に
な
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
二
話
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
今
と
昔

の
話
で
す
。コ
ロ
ナ
過
の
た
め
に
翌
年
に
延

期
さ
れ
た「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
」

は
ま
だ
皆
さ
ん
の
記
憶
に
新
し
い
と
思
い
ま

す
。日
本
初
で
ア
ジ
ア
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

59
年
前
の
一
九
六
四
年（
昭
和
三
十
九
）に
東

京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
こ
で
も
ク
イ
ズ
を

使
っ
て
話
を
進
め
ま
す
。神
奈
川
県
で
は
カ

ヌ
ー
、ヨ
ッ
ト（
セ
ー
リ
ン
グ
）な
ど
の
競
技
会

場
が
置
か
れ
ま
し
た
。驚
き
な
の
は
、当
時
の

県
の
広
報
紙「
県
の
た
よ
り
」で
す
。訪
日
す
る

外
国
人
に
対
し
恥
と
な
ら
ぬ
よ
う
に
公
衆
マ

ナ
ー
を
守
ろ
う
と
い
う
呼
び
か
け
が
大
き
く

掲
載
さ
れ
肝
心
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
の
紹

介
で
開
催
機
運
を
高
め
よ
う
と
す
る
内
容
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。一
方
、令
和
三
年
の
県
の
た

よ
り
で
は
県
内
で
開
催
さ
れ
る
競
技
種
目
を

写
真
や
図
柄
で
体
裁
よ
く
ま
と
め
て
い
ま
す
。

時
代
の
差
を
大
き
く
感
じ
る
も
の
で
し
た
。

　

講
義
の
あ
と
は
恒
例
の
館
内
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
ツ
ア
ー
に
進
み
ま
す
。普
段
は
入
れ
な
い

書
庫
な
ど
を
職
員
の
説
明
付
き
で
回
り
ま
し

た
。時
間
が
足
り
な
い
く
ら
い
で
し
た
が
受

講
の
皆
さ
ん
に
は
興
味
深
く
見
聞
き
し
て
も

ら
え
た
よ
う
で
す
。

　

一
部
分
し
か
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、こ
の
よ
う
な
行
事
を
行
う
こ
と
に
よ
り

馴
染
み
の
薄
い
公
文
書
館
の
認
知
度
向
上
に

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
資
料
課　

小
泉
正
晴
）

公
文
書
館
へ
の
ア
ク
セ
ス

電車の場合  相鉄線「二俣川駅」下車、 二俣川駅北口より徒歩17分
　　　　　  二俣川駅北口より相鉄バス「旭23運転免許センター循環二俣
　　　　　  川駅北口」行きで「運転免許センター」停留所下車、徒歩3分
車の場合　  「保土ヶ谷バイパス」本村インターから6分
※駐車スペースが少ないため、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

展
示
の
ご
案
内

館
職
員
も
ビ
ッ
ク
リ
？

か
な
が
わ
の
昔
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！

令
和
５
年
度　

夏
休
み
親
子
講
座

武蔵国久良岐郡根岸村新井家文書
『文化癸酉歳紅毛人持渡象之図』神奈川県立公文書館蔵

県のたより（昭和39年9月1日号）より
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